
8月22日（木）に大阪大学附属図書館見学ツアーを実施しました。
交野市のマイクロバスで出発し、およそ30分で豊中キャンパスに到着しました。まずは総

合図書館下の大きな食堂でお昼ご飯を食べました。たくさんのメニューから好きなものを注
文し、みんなで楽しくいただきました。
続いて図書館見学です。最初に図書館の概要について、大阪大学には4つの図書館が

あることや、大学図書館ならではのサービス内容やスタッフの仕事内容などについて説明
を聞きました。
実際の見学では、貴重図書室において解体新書や竹取物語解説書の実物を見せてい

ただいたり、自動書庫の出庫体験などもさせていただいたりしました。
子どもたちは興味津々で見学し、スタッフの方に質問をするなど、楽しい1日になりました。

あつまれ本好きの森プロジェクト
大阪大学附属図書館見学ツアーを行いました！
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大阪大学附属図書館に
ついて説明を聞きました

大阪大学附属図書館でも、
日本十進分類法に基づいて

配架されていることを学びました

自動書庫からレールに乗って
出庫される様子を見学しました

解体新書！
空調や光が適切に管理されて
いる部屋に保管されています

【参加した子どもたちのふりかえりより】
 大阪大学の図書館が、6階まであるなんて、びっくりしました。大学の図書館でも倉治図書館などと同
じように、本が分類記号で種類ごとにわけられていることを知りました。

 自動で動く本棚があることを初めて知りました。また、重そうなのにどうして運べるのかなと思いま
した。

 交野の図書館とは比にならないくらいの広さと、書籍の量があり、とても多い大学生が利用している
ことがわかりました。また行ってみたいです。


